




櫨南善は 1925年(1927年)に「不成文化論Jを発表している。 1) この 1920年代の雀南善の
民俗学研究に関する論考である RogerL. Janelli・任教姫の「極南善の 1920年代の民俗研究J








その問、 1926年 3月3日から同年 7月 25日まで『東亜日報』へ「壇君論」を掲載し、その


























































































































































































メ ンヒ Jレ l 唖司三(立石・~量) : :刈~7] ~*.9l号刊 I (1) Menhir: Menhirとはどういうものであるか
(Menhir) I 7干す主}t!~賞会喧司三(Menhir)をそ賞。]y Iというと、 Menは Stone、HirはLongまたは High
~1司直立を一石柱(Monolith)豆電司司戎|の意味で、一本の立っているながい石をメンヒル
包斗斗.Men 会 Breton語豆 Sωne，Iと称するのである。英語でいえば Standingstone 
Hir舎 Long書 High.9l ty，♀号 |である。この立石は、あたかもエジプトのオベリ
11.セ量。1 を詞ロ]0] 吋， ~OJ 豆'&叫ズト喧，St Iスクとよく似て居るから CrudeObeliskとも呼ば
andingStone 0] y ，奇OJ 刊~垂(立石川] Iれて居る。メンヒノレは必ず一本の大きな石柱
叫豆半署斗噂位。]:哲司相符叫を勢。]t埼， I (Monolith)から成り立って居って、 Megalithic
ユ旦令。'H失及叫方尖碑虫干と菩叫旦豆 CruI Monumentの中で最も簡単なる形である。フランス
deobelisk叫五豆半署斗斗. のプリタエュー地方の Morbihen地方には、高さ 20
唖司三と甚叶風化若干舎。，]1.干其他.9l司~'tl Iメー ト/レに透するメンヒノレがあって、この辺の百
三豆刈進呈尖直言十吋忍量全7ト3時Eキ7t宗教 |姓遣は、それを仙人の石又は怪人の石などと呼ん






ドルメン|量唖(Do!rnen)会JlJl骨サ吋 CompoundI Dol田en: Do!menは考古学上 Co皿poundMegalithic 
(Dolmen) Megalithic Forrnation 0]叫 叫モ Iformationというものであって幾個かの岩石から
戎。]y，種種母 宅~~豆 矧7]銀£斗， I成り立ったものである。ドルメンの下部は三枚若
旦号。]A，豆7ト芳 社電電E者をき 数個 |しくは四枚の石が柱費量となって支えられ、上をー
支柱詞判。骨一張蓋石会主主会戎泊y斗 I枚の巨石で覆うて居るもので、この天井の用をな
。l~~司会浩司吾。']ll] ごと吾首干吋 角錐を |すものはいずれも一枚の鉱石である。これはケノレ
電せを旦守主豆 噌主l ~埼玉 虫l~吋， Iト簡であって、 Dolは机、 Menは石で、要するに石
仏国斗 愛蘭号刊"l 曹司1叫と 量唖詞|机 (Stonetable) という意味である。これはその
号。fl セ，蓋石.-~盟主豆主主::.t]斗斗叫Jl I形の似て居ることから来た名であって、メンヒル


























三量平と(Tumulus)叫Z 叫是 也号。11 Tumu1us :このTumulusはAleecouverteといい、
~~ÿ.子三1:*尋誉博河1 を吾可!.!主豆 I A Mound of Earth over a Graveの意にですなわ
*~現世ÿ tキ.五五督官f刊をき曇。i. 州~I ち Abarrowである。土にて覆い被されて繍となっ
Alee couverte吟Jlol.sy. A mound Iたもので、日本で高塚と称する古境は、いずれも
of earth over a grave 詩意豆 AIこの Tu凹 1usである。日本の古境を人類学上から
barrow. 著書~豆 liHききt~き号|いうと、全く Tu皿ulus である。併し一般には、
平唱。'IA.æ:.位。.~ rJl司令J r付守J I Tu皿u1usの事を Sepu1chra1Moundというが、考古
「巻。l平司」号企豆半三Jl.~善局「高 |学者はこれを A1eecouverteと称して居る。英語




ral mound i!l-JlOl-1-y斗.)01I Corridorという。この古墳の周囲は石壁から成り、
豆量平と帽を漸異警幅斗高. 7ト祖|玄室及び稜道の二室の績には一つの石の戸があ
遁路沖電taJ~ oiコ司豆叫吟量oi沖電 一.Iる。入り口にはまた石門がある。天井には数枚の





[極南善「岩石崇拝から巨石文化へまでJr東光』第2巻第 1号、 1927年、 pp.12-25と鳥居飽蔵『人類学
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